
２
０
０
３
年
１
月
６
日
、
新
会
社

(
本
社
米
国
サ
ン
ノ
ゼ
）
日
立
グ
ロ
ー

バ
ル
ス
ト
レ
ー
ジ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

の
キ
ッ
ク
オ
フ
が
日
立
小
田
原
事
業

所
構
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
従
業
員

２
１
５
０
０
人
（
Ｉ
Ｂ
Ｍ
１
４
７
０

０
人
、
日
立
６
８
０
０
人
）
の
日
立

関
連
で
は
最
大
規
模
の
子
会
社
で
す
。

日
本
法
人
宮
崎
哲
男
社
長
、
八
木

隆
一
Ｃ
Ｆ
Ｏ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ワ
ー
ル

ト
ワ
イ
ド
Ｈ
Ｄ
Ｄ
事
業
の
展
望
と
決

意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

気
位
の
高
い
米
国
資
産
家
令
嬢

（
Ｉ
Ｂ
Ｍ
）
と
野
心
家
青
年
（
日
立
）
。

日
立
側
の
結
納
金
２
５
０
０
億
円
、

国
際
政
略
結
婚
で
し
た
。

カ
ル
チ
ャ
ー
の
違
い
を
乗
り
越
え

ん
と
、
現
在
ペ
ア
リ
ン
グ
と
表
し
て

日
立
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
双
方
の
共
通
す
る
部

門
で
の
す
り
合
わ
せ
が
行
わ
れ
て
お

り
、
一
体
化
後
の
新
た
な
リ
ス
ト
ラ

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
藤
沢
事
業
所

で
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
（
日
本
金
属
情
報

機
器
労
働
組
合
）
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部

労
組
が
、
労
働
者
の
保
護
を
目
的
と

し
た
労
働
契
約
承
継
法
違
反
、
労
働

条
件
の
不
利
益
変
更
は
許
せ
な
い
と
、

横
浜
地
裁
に
提
訴
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
02
年
12
月
25
〜
30
日
の
た
っ

た
５
日
間
で
Ｉ
Ｂ
Ｍ
か
ら
分
離
さ
れ

た
、
Ｈ
Ｄ
Ｄ
部
門
は
日
立
の
新
会
社

に
売
却
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
常
務
は
期
せ
ず
し

て
答
え
て
い
ま
す
。
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
直

接
員
の
給
与
は
日
本
の
電
機
産
業
の

中
で
は
高
い
」
と
の
べ
、
労
働
条
件

の
切
り
下
げ
に
含
み
を
も
た
せ
て
い

ま
す
が
、
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

日
立
を
は
じ
め
日
本
の
電
機
産
業
に

働
く
労
働
者
の
賃
金
は
低
く
、
残
業

の
無
い
今
日
、
耐
え
難
い
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。

い
ま
労
働

組
合
と
電
機

労
働
者
の
、

低
賃
金
・
労

働
条
件
切
り

下
げ
に
対
す

る
反
撃
が
求

め
ら
れ
、
そ

の
真
価
が
問

わ
れ
て
い
ま

す
。
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昨
年
６
月
以
降
、
賃
金
の

５
％
、
約
２
万
円
の
賃
金
カ
ッ

ト
が
続
き
、
家
計
は
疲
弊
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

同
年
９
月
の
中
間
決
算
で
は
、

日
立
は
連
結
で
中
間
期
１
２

８
億
円
、
通
期
で
３
６
０
億

円
見
通
し
の
黒
字
と
な
り
、

当
期
損
益
は
大
幅
に
改
善
し

ま
し
た
。

会
社
の
「
緊
急
業
績
対
策

に
関
す
る
申
し
入
れ
」
に
は

議
事
録
確
認
事
項
と
し
て

（
１
）
Ｖ
字
回
復
と
は
、
連

結
で
の
税
引
き
前
利
益
予
算

の
達
成
。

（
２
）
２
０
０
２
年
度
の
業

績
の
Ｖ
時
回
復
が
確
実
と
見

込
ま
れ
る
場
合
は
、
直
ち
に

緊
急
業
績
対
策
の
解
除
に
つ

い
て
の
労
使
協
議
を
開
始
す

る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、

約
束
通
り
直
ち
に
５
％
カ
ツ

ト
解
除
の
労
使
協
議
に
入
る

べ
き
で
す
。

「
社
会
に
対
し
て
堂
々
と
説

明
で
き
な
い
こ
と
は
や
ら
な

い
。
」
の
が
社
是
な
の
で
す

か
ら
。

▲
２
５
５
は
サ
ラ
金
通
り
。
武

富
士
、
ア
イ
フ
ル
、
む
じ
ん
く

ん
、
ワ
イ
ド
、
ポ
ケ
ッ
ト
バ
ン

ク
、
ア
コ
ム
、
ニ
コ
ニ
コ
、
ほ

の
ぼ
の
等
な
ど
数
え
き
れ
ば
限

が
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ラ
金
（
消
費
者
金
融
）

は
、
無
担
保
・
無
保
証
の
個
人
融
資
、
違
法

な
高
金
利
、
年
利
25
〜
29
％
で
利
息
制
限
法

違
反
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
大
手
銀
行
が
あ

り
、
サ
ラ
金
業
者
は
（
２
〜
３
％
）
で
借
り
、

高
利
子
（
25
〜
29
％
）
で
貸
し
出
し
ま
す
。

貸
せ
ば
貸
す
ほ
ど
も
う
か
る
し
く
み
。
利
用

者
は
千
六
百
万
人
と
言
わ
れ
，
自
己
破
産
は

20
万
件
と
史
上
最
高
。
支
払
い
能
力
を
無
視

し
た
過
剰
融
資
、
返
済
困
難
な
人
へ
の
暴
力

的
脅
迫
的
な
取
り
た
て
で
、
家
庭
破
壊
、
自

殺
、
犯
罪
の
温
床
に
な
っ
て
い
ま
す
。
CM
で

は
、
お
金
を
借
り
る
こ
と
の
後
ろ
め
た
さ
を

感
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
親
し
み
や
す
さ
、

明
る
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
▼
見
逃
せ

な
い
の
が
ス
ポ
ー
ツ
界
へ
の
サ
ラ
金
マ
ネ
ー

の
進
出
で
す
。
昨
年
の
12
月
８
日
パ
ル
マ
の

中
田
英
寿
と
レ
ッ
ジ
ー
ナ
の
中
村
俊
輔
の
初

対
決
が
セ
リ
エ
Ａ
の
ピ
ッ
チ
で
行
わ
れ
、
そ

の
脇
に
ア
イ
フ
ル
の
赤
い
看
板
が
並
ん
で
い

ま
し
た
。
Ｊ
リ
ー
グ
で
も
武
富
士
の
看
板
が

目
立
ち
ま
す
。
大
リ
ー
グ
で
も
，
イ
チ
ロ
ー

佐
々
木
の
所
属
す
る
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
本
拠
地
，

セ
ー
フ
コ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
に
は
ポ
ケ
ッ
ト
バ

ン
ク
の
看
板
が
、
日
本
で
も
近
鉄
の
メ
ッ
ト
・

ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
ア
コ
ム
の
文
字
が
、
な
ん
と

国
技
と
言
わ
れ
る
大
相
撲
の
懸
賞
金
に
ま
で

…
。
マ
ス
コ
ミ
・
ス
ポ
ー
ツ
界
の
サ
ラ
金
マ

ネ
ー
汚
染
は
と
ど
ま
る
事
を
し
り
ま
せ
ん
。

な
が
び
く
不
況
で
ス
ポ
ン
サ
ー
が
減
少
す
る

な
か
、
ク
リ
ー
ン
で
さ
わ
や
か
な
ス
ポ
ー
ツ

が
、
安
易
に
サ
ラ
金
の
広
告
塔
に
さ
れ
る
の

は
許
せ
ま
せ
ん
。
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機の定期点検で、従業員が不正に関
与していたことに関して、社長の卒
直なお詫びと、事件の背景分析、再
発防止の提言がありました。今や顧

客の信頼を裏切ると、どの様な会社
でも企業生命を失う時代となってい
ます。昨今の日本の製品に対する信
頼の揺らぎは、モノ作りに携わる自
分達として心が痛みます。提言のひ

とととつつつとととしししててて、、、庄庄庄山山山オオオンンンララライイインンンののの活活活用用用
を訴えておられます。デジタルデバ
イドに苦しむ技能職にもパソコンと
メールアドレスを支給してください。
「事故は現場で起きている。」ので

すから。

一
時
金
に
業
績
差
反
映
方
式

が
と
り
い
れ
ら
れ
て
02
夏
・
冬

期
、
２
度
の
一
時
金
が
支
給
さ

れ
ま
し
た
。

全
社
売
上
（
税
引
き
前
）
利

益
率
（
Ｕ
）
に
対
し
、
事
業
グ

ル
ー
プ
・
事
業
部
門
、
五
段
階

の
評
価
基
準
が
あ
る
、
±
２
・

５
％
以
内
を
平
均
と
し
て
、
±

２
・
５
％
超
え
、
±
５
％
超
え

の
五
段
階
評
価
に
Ｓ
級
が
あ
る
。

ポ
イ
ン
ト
制
導
入
時
の
確
認

で
は
「
評
価
指
標
と
な
る
全
社

実
績
Ｕ
、
グ
ル
ー
プ
実
績
Ｕ
／

グ
ル
ー
プ
計
画
Ｕ
の
達
成
度
」

等
に
つ
い
て
の
情
報
開
示
を
徹

底
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

所
詮
小
さ
な
パ
イ
の
配
分
で

競
い
合
わ
せ
る
も
の
で
す
が
、

果
た
し
て
意
欲
が
引
き
出
せ
た

の
で
し
ょ
う
か
、

会
社
は
該
当
者
へ
の
説
明
責

任
が
あ
り
ま
す
が
、
二
度
の
一

時
金
で
は
情
報
の
開
示
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
形
跡
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
、
春
闘
で
の
検
証
が
ぜ

ひ
必
要
で
す
。

一時金の
｢部門業績差反映｣

について
情報開示の

徹底を！！


